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0．はじめに   

多くの人々が2ケ月に1度くらいの頻度で美容院に行き、何か特有な場であるという感  

覚の中でカット等をしてもらい、店をあとにしている。 この何か特有な場という感覚、つ  

まり美容院らしさは一体どのように達成されているのだろうか。本論では主に身体配置、  

道具から美容院という場がどのように客、美容師といった参与着たちによって共同的に達  

成されているのかをみていく。  

1．調査概要   

7月28日、N市0町にあるK美容院にご協力いただき、ビデオ撮影を行った。このK美  

容院は、2人の美容師－うち1人は店長（先生と呼ばれている）－でお店を運営している。  

普段は2、3人の客が同じ時間に居合わせるという具合である。ビデオ撮影を行った日も、  

お客さんが1人いて、カット等が行われていた。撮影は調査者と調査協力者の2人を客と  

して、まず調査協力者Mがカットを（1時間程度）、Mのカット終了後に調査者Kがヘア  

カラー等（2時間半程度）を、と1人ずつの作業を続けて撮っていくという形式をとった。  

ビデオカメラは、接写用にDV（デジタルビデオ）：カメラ4、鏡像（鏡上の視線をとらえ  

るため）をとらえるカメラ2、ワイドコンバージョンレンズを取り付けたカメラ3、の3つ  

を設置した。（資料1参照）本論で用いるデータは、調査協力者Mのカット作業のものであ  

る。カットは、洗髪→カット→洗髪→カット（微調整）といった工程で行われた。  

2．データ分析  

2－1．反射的インタラクション   

美容院で最も特有なものは、参与着たちの身体の配置である（図1）。通常、数人で何か  

やりとりするとき、視線を直接交わすことのできる対面的位置を参与着たちはとる（図2）。  

これは、例えば会話であれば日常的に、「相手の方を向いて話をする」というルールがある  

からである。もちろん日常場面でも、テレビを見るときには相手の方を見て会話をしなく  

てもそのことがルール違反として認識されることはない。  

図2 二者閉会話の身体配置  

（向き合い関係）   

図1美容院の身体配置  

（視界の重ね合わせ関係）  
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図3 テレビ視聴時の身体配置  

（並見関係）   

テレビ視聴の場合の身体配置（図3）と同様の形態をとるビデオゲームについて、水川  

（1997）は「インタラクションの二重性」を分析している。水川によると、ビデオゲーム  

が行われる場面では、2つのインタラクションが異なった場面で同時に行われている。1つ  

は、プレーヤーが操作する画面情報（キャラクターなど）による画面上のインタラクショ  

ンであり、参与者の身体を全く離れた場所（画面上）に自分の関与が反映されるというも  

の。もう1つは、場面の参与者（プレーヤー同士やプレーヤーと周りの人）の身体のイン  

タラクションである。（次頁の図4）   

一方、美容院においては、鏡上写像インタラクションと実像インタラクションといった  

2つのインタラクションをみることができる。実像のインタラクションは写像によって、  

客は直接美容師を見ることなく、美容師の動きを知ることができる。そしてまた、美容師  

も客の行動・反応を知ることができる。同じようにビデオゲームにおいても、画面上で相  

手のキャラクターの動きから相手の行動を知ることができる。しかし、美容院でのように、  

自分が相手の行動を見ていることを、鏡上写像によって相手が確認できるインタラクショ  

ンの重なり合いはない。このようなインタラクションの重なり合いは、視界の重ね合わせ  

相互確誅関係にある身体配置によって可能となっている。（次真の図5）   

ところで、このようなインタラクションの重なり合いから、各々のインタラクションは  

一見同じように思えるが、そうではない。例えば、写像の客′ がこの写像の中で作品とし  

て扱われていれば、一方で実像においては客が写像をみながら作品（髪）に対して要求や  

訂正をしていくことによって共同制作者となる。もちろん、「写像の客′（鏡の中の客）＝  

作品」、「実像の客（美容師の前にいる客）＝共同制作者」といつもなっているわけではな  

い。各々が「作品」となるか「共同制作者」となるかは、各々の場面のコンテクストによ  

る（＝インデックス性）のである。   

このような、美容院における鏡上写像のインタラクションと実像インタラクションの二  

つのインタラクションを水川の「インタラクションの二重性」に対し、インタラクション  

そのものに重なりがあることから、「反射的インタラクション」と呼ぶことにする。   

この「反射的インタラクション」の下で、具体的にどのようなことが参与着たちによっ  

て達成されているのかをデータを示しながら以下の節でみていくことにする。  
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▽鏡上写像のインタラクション   ▽画面上のインタラクション  

（キャラクター）  

△参与者同士のインタラクション  

図4 ビデオゲームにおけるインタラクション  

の二重性（水川、1997）  △実像のインタラクション  

図5 美容院における「反射的イン   

タラクション」  

（視界の重ね合わせ相互確認関係）  

2－2．見ないこと・見ることを提示する道具一雄誌  

場面1（11：08：38～11：09：09）カメラ④  

1M：雑誌雑誌，．鏡鎮鏡，．雑誌雑誌，．鏡？鍵鏡？？鏡鏡？？雑誌？？？？？？？？？  

雑誌雑誌雑誌雑誌雑誌雑誌雑誌雑誌雑誌雑誌，．鏡畿，．雑誌，．鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡  

3M：  

【nod】  

鏡（M）鏡（M）鏡（M）鏡（M）鏡（M）紘雄噛鏡（M）鏡（M）鏡（M）  

こんな感じのシルエット  

【ほほえむ】【手で髪の様子を表  

4H：  

鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡，．雑誌雑誌  

はい  

【ほほえむ】  【nod】【nod】【nod】  

5M：  

6H：にしたんだけど：  

鏡（M）鏡（M）鏡（M）鏡（M），．下下下下下下  

現】   

C．Heathは医療における診察の場面を分析し、参与着たち（医者・患者）が身体をもっ  

て参与していることが、その場面の組織化にどのように結びついているのかということに  

注目した。医療という場では、その場面の課題（診察・治療）に関連して、身体が焦点化  

されやすい。「患者は、身体を診察されるとき、自らの身体を物体のように提示する。何か  
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に視線を向けるということは、向けられた対象や活動への関与が焦点化することであるの  

で、極力、明らかな視線を向けないよう提示するために用いる手段の一つが、視線を宙に  

向けるという動作である。これは、自分の身体になされているということに無関心である  

という表示であり、この動作によって身体に診察が行われているということが焦点化され  

ずにすむのである。しかしまた患者は、診察に無関心であることを表示する一方で、なさ  

れていることに注意を向けている」（C．Heath；1986、高山；1995：109）。   

つまり、医療場面において患者は診察時に視線を宙に向けることは、無関心であること  

を示すことになる。そしてそのことによって、自分の身体に診察が行われていることが焦  

点化されないようにしているのである。   

ここでは、①対象に視線を向けないようにすることが無関心であることの表示となるこ  

と、またそうして②無関心を示すことで自分の身体が焦点化されないようにしている、と  

いうことが示されている。   

これと同じようなことが場面1でもいえる。医療場面と同様、美容院においては身体（髪）  

が焦点化される。客（M）は雑誌を読むことで視線を鏡からそらし、カットという場面に無  

関心であることを示している。また、そうすることで自らの身体（髪）が焦点化されない  

ようにしているのである。   

また一方で、客は鏡を時折見ている。鏡を見ることは雑誌を見ることとの対比によって、  

浮き彫りにされ、鏡をみることがチェックとして参与者たちに理解可能になっている。   

このように、雑誌は見ないこと（＝無関心）を示すものであると同時に、鏡をみること  

をチェックとして示す道具となっている。そして、このように雑誌に関わって2種の状態  

があることが、その双方をそれぞれ「無関心」と「（髪の）チェック」として、参与看たち  

に理解可能なものにしているのである。  

画像2 雑誌を読むことによる「無関心」の提示  

2000．7．28（11：09：02）カメラ④  

画像1 雑誌による「チェック」の提示   

2000．7．28（11：09：Ol）カメラ④  

2－3．美容院という場の終了   

会話の終了について分析したE・シェグロフとH・サックスによると、適切な終了を達  
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成するために本質的なものは、最終交換と適切に開始された終了部門の2つである。終了  

部門を開始するためには、まず「先終了句」（降下音調曲線を伴った「うん・‥」「わかった…」  

「そうだね…」など）、正確にいえば「先終了句となる可能性のある句」を用いなければな  

らない。話し手がこの「先終了句となる可能性のある句」を用いることは、話し手がこれ  

以上あるいは新たに話すことが何もないことを示し、次の話し手に発言権をパスする。次  

の話し手は何か言いたいことがあれば、話を元に戻したり、新たな話題を導入し、会話を  

再開する。しかし、何も話すことがなければ、前の話し手に対して承認し（「うん」と発話  

したり、沈黙したりして）、会話は終了する（E・シェグロフ＆H・サックス，1999）。   

では、美容院における作業の終了は、どのように道具や参与着たちによって組織化され  

ているのだろうか。  

場面2（11：31：05～11：31：53）カメラ④  

鏡（M）鏡（M）鏡（M）鏡（M）鏡（M）鏡（M）鏡（M）鏡（M）鏡（M）  

1H：こんな感じで  ここじやなくって、hbhhここら辺でこうやった方が  

【仕上がり具合をアレンジのアドバイスをしながら示す。】  

鏡（H）鏡（H）鏡（H）鏡（H）鏡（H）鏡（H）鏡（H）鏡（H）鏡（H）  

2 M：  bbhh  

【nod】  

鏡（M）鏡（M）鏡（M）鏡（M）鏡（M）鏡（M）鏡（M）鏡（M）鏡（M），．  

3 H：顔うつりがいいと思います  

【nod】  【客にかけていたタオルをとる】  

鏡（H）鏡（H）鏡（H）鏡（H）鏡（H），．鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡  

4 M：  はい  

【nod】【nod】  

，．鏡（M）鏡（M）鏡（M）鏡（M）鏡（M）鏡（M），．   

①後ろこんな感じで  

下下下，．  

5 H：  

【ワックスの蓋を閉める】【手鏡を広げる】  ③【nod】 ⑤tnod】  

鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡，．手鏡手鏡手鏡手鏡手鏡手鏡手鏡手鏡，．鏡（H）鏡（H）  

6 M：  はい  

②tnod】【nod】④【nod】【nod】  

？？？？？？，．髪髪髪髪髪髪腰髪髪髪髪髪髪髪，魔鏡，．下下下下下下下下下下下下  

お疲れ様でした：  

【手鏡を置く】【Mの後ろに立って髪の調整】【nd】【椅子を回転させる】  

鏡鏡鏡鏡鏡，．下下，．鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡，．鏡（H），．下下下下下下下下下下  

7 H：  

8 M：  

【椅子からおりるl  
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まず、3行目で、美容師Hは客にかけていたタオルを外している。タオルを外すという  

ことは、もうそれ以上カットなどを行うことがないことを示している。つまり、タオルを  

外すという動作は作業の終了を捏案する「先終了句となる可能性のある句」なのである。  

そのことを客Mも理解して鏡を見、次に手鏡で確認をとる準備体勢に入っている。   

また、5行目でHが手鏡を広げ、「後ろこんな感じで」と発話している（①）。それに対  

して、客Mは「はい」と言いながら2回うなずいている（②）。この部分だけ考えてみる  

と、Hの「後ろこんな感じで」の後には、「よろしいですか？」といった承認を求めるもの、  

あるいは「仕上げました。」という報告が続くということが、予測できる。どちらにしろ、  

このHの発話は、カットという一つの作業の終了の提示となっている。つまり、Hの「後  

ろこんな感じで」は「先終了句となる可能性のある句」である。そのHの発話を受けて、  

Mは「はい」と2回うなずくことで、Hの発話を承認したことを示している。しかし、こ  

こでこの場面は終了していない。Mの②のうなずきに対し、Hはうなずいている（③）。こ  

のHのうなずき③は何を意味しているのか。二通り考えられる。まず、「本当によいのか？」  

という、先のMの応答に対して、もう一度確認をしているもの。そして、先のMの応答を  

自分が理解したことを示すもの。前者の場合、④のMのうなずきは、③の「本当によいの  

か？」という問いに対して、「それでいい。」と了承しており、⑤で同時にうなずくことで  

最終確認をお互いにしたことを示したことになる。後者の場合、④のうなずきもまた、こ  

の場合の③と同様であり、⑤で同時にうなずき、最終確認していることになる。  

しかし、ここでも場面はまだ終了していない。5・6行目で互いに最終確認をしたが、Hは  

髪型を調整している（＝話題の再開）。そしてHはうなずき、自分はもうこれ以上何もする  

べきこ とはないことを提示する。これに対するMの応答（うなずきや「はい」）はない。そ  

の前に、Mがもうそれでいいことは十分確認し合っているので、示す必要はない。Hの椅  

子を回しながらの「お疲れ様でした」という発話に対しMは応答はしていないが、鏡から  

視線を外し、椅子の回転に身を任せ、降りる準備をすることがHの「お疲れ様でした」を  

理解していることを示している。   

また、5・6行目では1節で述べた、視界の重ね合わせ関係の身体配置が関係している。  

手鏡を広げ、Hが鏡を見、Mが手鏡を見ているとき、視界の重ね合わせができない（次貫  

の画像3）。そのため、確認に必要な情報が視線からは得られにくいので、それを補うため  

の音声（「後ろこんな感じで」「はい」）が用いられる。その次の③④⑤のうなずきに会話が  

伴わないのは、両者とも鏡に志向しており、視界の重ね合わせが再び可能になったため、  

確認の情報は視線から十分得られるので、音声がなくともこと足りるのである。  
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画像3 手鏡でのチェック。視界の重ね合わせができていない。  

2000．7．28（11：31：29）カメラ④   

このように、作業の終了部分は、タオルを外すというふるまいや「後ろこんな感じで」  

というような発話、うなずきなどといった先終了句が繰り返される。そして、最終的に「お  

疲れ様でした」とそれを理解した行動という最終交換を交わすことによって終了部分は組  

織化されているのである。しかし、発話やうなずきなどのふるまいだけでこの終了部分が  

組織化されているというわけではない。うなずきは鏡を通して確認されているし、椅子の  

回転もまた最終交換の一部となっている。つまり、（終了部分に限らず、多くの場面におい  

ても）視界の重ね合わせ関係にある美容院特有の身体配置、さらに発話とふるまい、道具  

などによって終了部分は組織化されているのである。（1）  

2－4．美容師同士の共同作業   

美容院では、はさみやブラシ、ドライヤー、椅子、ローラーボードといった様々な道具  

が、様々な状況に応じて用いられている。なかでも鏡は常に用いられ、他の道具と連携し、  

様々な工程で作業をスムーズに行うことを可能にする道具である。鏡は、カットやパーマ、  

ブローの状態を美容師が全体像をみるためや客の表情をうかがったりするために用いられ  

たり、客と会話をする上で視線が交わされる場であったり、仕事仲間の様子を作業中にも  

確認できるものとして機能している。  
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場面8（11：23：05～11：23：20）カメラ④  

【ドライヤーのプラグを左のコンセントに差し込む】【ドライヤーをかけなが  

鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡  

H：髪髪髪髪髪髪髪髪髪髪髪髪髪髪髪鏡鏡銀髪髪髪髪髪髪髪髪髪髪  

ら、椅子の後ろに移動し始める】   【椅子の左側へ移動】  

M：鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡  

MH斜下斜下  

【Hの後ろを横切ってカット台へ移動l【ドライヤー  

H：  

M：鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡  

T：コンセントコンセントコンセントコンセント，．  M  

のプラグを右側のコンセントに差し込む】【ドライヤーを右側でかけ始める】   

この場面では、洗髪台からカット台に戻ってきて、髪にドライヤーをかけている。通常、  

1人の客の髪にドライヤーをかけるのは、1人の美容師である。この場面においても、初  

め、美容師Hが1人でドライヤーをかけていたが、すぐに美容師Tが加わり、2人でドラ  

イヤーをかけることになる。このとき、ではHから、「お願いします。」と要請されて加わ  

ったわけでもないし、Hもでから「手伝います。」と言われたわけでもない。にもかかわら  

ず、HはTの参入にとまどうことなく、2人でのドライヤーをかけるという作業を行って  

いる。   

ここで注目したいのは、2行目のMの視線がちらっと鏡に向かっており、そのときに、  

Tが後ろを横切っていることである。Mは鏡を通して、Tがドライヤーを持ってカット台  

に向かってやってきていることを知ったのである。つまり、Tの行動は、鏡を通してHに  

観察可能になっていたのである。それは、鏡を見る前は、Mは客の真後ろに立ち、ドライ  

ヤーを当てようとしていたが、鏡を通して、Tが来ることを知り、左側へと移動し、右側に  

スペース（Tが入るスペース）を空けていることから観察可能である（次貢の画像4～7）。   

しかし、Tがカット台にやってくるのが鏡を通して見えても、それがドライヤ｝をかける  

ためだとは言えない。Tが「ドライヤーをかけに」きたのが分かるのは、Tがドライヤーを  

持って移動していたからである。ドライヤーを持っていることそのものが、Tがドライヤー  

をかけることを予測可能としている。つまり、ドライヤーという道具を持つことによって、  

「ある特定の作業、つまりその位置やその道具によって行うことのできる作業に従事する  

ことを表示できる」（高山・行岡、1997：163）のである。  

－70－   



画像4 背後をTが通っている  画像5 HがTを鏡上で捉える  
2000・7・28（11：23：09）カメラ④  2000．7．28（11：23：10）カメラ④  

画像6 Hが左に移動し、Tが右に移動。  画像7 2人でドライヤーをかける  

2000・7・28（11：23：13）カメラ④  2000．7．28（11‥23‥19）カメラ④  

このように、この場面では、2つの道具「鏡とドライヤー一によって、Tの行動がHに  

理解可能となり、ドライヤーかけの作業を1人から2人の作業へとスムーズに移行してい  

るのである。  

3．終わりに   

本論では、視界の重ね合い相互確認関係にある身体配置が美容院特有であり、そのこと  
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がさまざまな場面において有意味になっていること、道具がある行為をきわだたせ、その  

行為を参与者に理解可能にし、場面場面をスムーズに達成することを可能にしていること、  

これらをデータを示しながら述べてきた。しかし、道具と同じように、身体配置はそれ自  

身だけで成り立っているのではない。身体配置自体もまた、場面や道具、そして参与者と  

いった各々のコンテクストの中で組織化されているのである。  

注  

（1）どのようにして終了部分が組織化しているのかという問題は、どのようにして開始部  

分が組織化されているかという問題と深く結びついている。  

場面のスタート時点においては、「視界の重ね合わせの相互確諷」の相互確認から、  

2人のインタラクションは始まっている（画像8参照）。詳細は別稿を記したい。  

画像8 「視界の重ね合わせの相互確認」の相互確認  

2000．7．28（10：52：16）カメラ④  
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トランスクリプト記号一覧  

。   句点：語尾の音が下がって  

区切りがついたことを示す。  

【】 括弧：参与者の行動を示す。  

（）   ：不明。  

nod  ：うなずき。  

hhh  ：笑い。  

：斜下を見ている。  

下  ：下を見ている。  

鏡（M）：鏡の中のM。  

鏡（H）：鏡の中のH。  

カタログ：カタログ。  

雑誌   ：雑誌。  

鏡  ：鏡。  

手鏡   ：手鏡。  

髪  ：Mの髪を直接見て  

H：美容師  

M：客  

T：美容師（経営者）  いる。  

：下を見ている。  

：コンセント。  

：視線がどこを向い  

ているのか不明。  

下  

コンセント  ‥．ピリオド：動作の始まりかけを示す  

‥，  ：動作が終わりかけていることを示す  ？  
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